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ＡＯ方式入学者選抜 第Ⅰ項 

 

出願資格 

 

 第Ⅰ項  

 

建学の精神・教育理念を理解し、本学における学びや諸活動に自発的・積極的に取り組むとともに、本

学の核となる意欲を持つ者で、次の各号（１～５）の条件をすべて満たしている女子。 

 

１．次のいずれかの要件に該当する者。ただし、薬学部医療薬学科、看護学部看護学科については① 

に限る。 

① 高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ）を卒業した者、および２０２４年３

月卒業見込みの者。 

② 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者、および２０２４年３月修了見込みの者。 

③ 学校教育法施行規則第１５０条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

られる者、および２０２４年３月３１日までにこれに該当する見込みの者｡ 

(1) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者、および２０２４年３月３１日まで

に修了見込みの者またはこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの。 

(2) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者、および２０２４年３月３１日までに修了見込みの者。 

(3) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了

した者、および２０２４年３月３１日までに修了見込みの者。 

(4) 文部科学大臣の指定した者。 

(5) 文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定

（以下｢旧検定｣という。）に合格した者を含む。）、および２０２４年３月３１日までに合格

見込みの者で、２０２４年３月３１日までに１８歳に達するもの。 

(6) 本学において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、２０２４年３月３１日までに１８歳に達するもの。 

※出願資格１.-③-（6）による出願希望者は、入学資格審査を受けなければなりません。出願

に先立ち出願開始日の 2 カ月前までに本学アドミッションズオフィス（広報部入学課）へ問

い合わせてください。 

 

２．同志社女子大学を専願とし、合格した場合は、本学への入学を確約できる者。 

・第一次審査（書類審査）に合格した場合は、第二次審査（個人面接）を必ず受験（出願）し、第

二次審査に合格した場合は、必ず入学手続を行ってください。 

 

３．次のいずれかの要件に該当する者。 

① 出願時期まで引き続きおおむね３カ年以上のプロテスタント教会における教会生活経験のある

者。 

② キリスト教主義教育の高等学校に在学し、高校生活の中で顕著な宗教（キリスト教）活動を継

続して行った者。 



２ 

 

※ 薬学部医療薬学科、看護学部看護学科、生活科学部食物栄養科学科については、上記①または

②のいずれかの要件に該当し、下記の注も満たす者。 

注１）薬学部医療薬学科については次の①②のすべてに該当する者。 

①高等学校を卒業見込みの者は、高等学校第３学年１学期まで（不可能な場合は第２学年修

了時まで）の、高等学校を卒業した者は高等学校第３学年修了時の調査書の全体の学習成

績の状況が４．３以上の者。 

②「化学基礎」および「生物基礎」を履修済みで「化学」を履修済みまたは履修し終える見込

みの者。 

注２）看護学部看護学科については次の①②のすべてに該当する者。 

①高等学校を卒業見込みの者は、高等学校第３学年１学期まで（不可能な場合は第２学年修

了時まで）の、高等学校を卒業した者は高等学校第３学年修了時の調査書の全体の学習成

績の状況が４．３以上の者。 

②「化学基礎」および「生物基礎」を履修済みの者。 

注３）生活科学部食物栄養科学科については「化学基礎」および「生物基礎」を履修済みの者。 

 

４．次の①および②の両方の項目について、自己アピールできる活動分野を持ち、それを第三者に説明・

説得できる能力を有している者。 

① キリスト教精神ならびに本学の建学の精神や教育理念（キリスト教主義）を十分に理解し、本

学における学びや宗教教育を中心とした諸活動に積極的に参加しようとする者。 

② 能力・知識・教養をキリスト教的「隣人愛」の精神に基づいて、社会に還元することを目的に

して、本学において勉学したいとする強い意志を有する者。 

 

５．学部・学科・専攻ごとに提示している次のいずれかの要件について、自己アピールできる活動分野

（原則として高等学校入学後のもの）を持ち、それを第三者に説明・説得できる能力を有している

者。 

〔学芸学部 音楽学科 演奏専攻〕  

音楽について強い関心があり、積極的に勉学し、演奏能力を高めたいと考えている者。 

※第二次審査（個人面接）は志願する入試コース・楽器の演奏、歌唱（１０分以内）を含みます。 

〔学芸学部 音楽学科 音楽文化専攻〕 

音楽について強い関心があり、積極的に勉学したいと考えている者。 

〔学芸学部 メディア創造学科〕 

メディアあるいは情報の分野において高度な研究をし、その運用能力を身に付けようと考え 

ている者。 

〔学芸学部 国際教養学科〕 

人文・社会系の諸分野を英語で学ぶことに強い関心があり、積極的に勉学したいと考えている者で

次の①～②のいずれかに該当する者。 

①英語運用能力・技術において高度な資格や水準を有し評価を得ている者。 

実用英語技能検定２級以上、ＴＯＥＩＣ（Ｌ＆Ｒ） ５１０点以上、ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ ４８点以

上、ＩＥＬＴＳ ４.５以上、ＧＴＥＣ ９６５点以上、ＴＥＡＰ ４技能２２６点（２技能（ＲＬ）：１

０６点）以上、ＴＥＡＰ ＣＢＴ４２０点以上、ケンブリッジ英語検定 Ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙ（ＰＥ

Ｔ）以上 

※有効期間がある資格・スコアは、出願開始日時点で期間内のものに限ります。 
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※実用英語技能検定ＣＢＴやＳ－ＣＢＴも対象外とします。 

※ＴＯＥＩＣ－ＩＰおよびＴＯＥＦＬ－ＩＴＰは、対象外とします。 

※ＧＴＥＣはオフィシャルスコアに限ります。 

※英語外部資格試験の名称やスコアについては、変更となる場合があります。５月２９日（月）発表

の入学者選抜要項で必ず確認してください。 

②諸外国と連携した社会奉仕活動（ＮＧＯ、赤十字、ユニセフ等、地域社会での活動や国際貢献活

動等）に積極的に取り組んだ実績を持ち、入学後も継続・発展させる意志を持つ者。 

※①または②に該当する志願者ともに、第二次審査（個人面接）で外国人教員を含む審査員による

日本語および英語での面接を行います。 

〔現代社会学部 社会システム学科〕 

現代社会の諸問題について強い関心があり、積極的に勉学したいと考えている者。 

〔現代社会学部 現代こども学科〕 

こどもに関する社会的環境について強い関心があり、積極的に勉学したいと考えている者。 

〔薬学部 医療薬学科〕 

医療や創薬について強い関心があり、将来、薬剤師や薬学関連領域の職務に就くことを強く望む者。 

〔看護学部 看護学科〕 

医療や看護について強い関心があり、将来、看護職者としての職務に就くことを強く望む者。 

〔表象文化学部 英語英文学科〕 

英語力を土台に英語圏の文学・文化・言語・コミュニケーションの学びを深めることに強い関心が

あり、積極的に勉学したいと考えている者。 

〔表象文化学部 日本語日本文学科〕 

日本の文学・言語・文化、日本語教育について強い関心があり、積極的に勉学したいと考えている

者。 

〔生活科学部 人間生活学科〕 

生活をデザインすること、すなわち、より豊かな生活を想い描きその実現に向けて具体的な方針を

立案、計画することについて強い関心があり、積極的に勉学したいと考えている者 

〔生活科学部 食物栄養科学科 食物科学専攻〕 

広く食物学に興味を持ち、これからの食のあり方について科学的な視点で積極的に勉学したいと考

えている者。 

 


